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国
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

|
|
産
業
資
本
主
義
段
階
|
|
付

f也

上

。l淳

経
済
学
に
お
け
る
国
家
の
箱
時
を
解
明
す
る
た
め
に
わ
が
国
臼
経
済
浬
論
家
が
ど
の
よ
う
た
態
度
を
と
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
前
章

で
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
土
台
と
上
部
構
造
と
の
相
互
規
定
性
の
中
で
経
済
学
に
お
け
る
国
家
の
範
時
を
と
ら
え
工
う
と
す
る
立

場
か

b
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
か
ら
不
可
避
的
に
生
み
出
さ
れ
る
諸
矛
盾
の
総
体
を
把
握
し
、
第
二
に
、
こ

の
諸
矛
盾
臼
総
体
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
な
性
絡
の
国
家
権
力
が
、
ど
の
よ
う
た
干
渉
を
経
済
過
程
に
た
い
し
て
治
こ
な
う
か
、
が
研

究
さ
れ
た
け
れ
ば
友
ら
な
U
。
モ
し
て
、
最
後
に
、
乙
の
干
沙
の
結
果
と
し
て
、
資
本
主
義
的
諸
矛
盾
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
発
展
し

て
ゆ
く
か
、
が
あ
き

b
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

国
家
は
階
級
社
会
白
非
和
解
性
の
産
物
で
あ
る
と
す
る
な
b
ば
、
資
本
主
義
社
会
の
「
非
和
解
性
」
を
規
定
す
る
根
本
的
危
矛
盾
と

モ
己
か

b
派
生
す
る
矛
盾
の
給
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
こ
の
小
論
心
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
つ
一
ぎ
に
、
資
本
土
義
的
基
本
矛
盾
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
た
資
木
主
義
的
国
家
権
力
の
特
色
と
、
こ
の
一
国
家
権
力
心
経
済
過
程
へ
の
干
渉
の
性
格
が
あ
き

b
か
に
さ
れ
、
最
後
に
、
資

本
主
義
的
諸
矛
盾
に
及
ぼ
す
国
家
の
経
済
的
可
能
の
彩
盟
国
が
問
題
と
さ
れ
る
。
己
白
よ
う
に
、
矛
盾
の
総
体
1

|
反
作
用
の
性
格
1
i
1

矛
盾
へ
白
影
響
、
と
い
う
考
察
の
方
法
に
よ
ヮ
七
、
産
業
資
本
主
義
の
総
運
動
と
国
家
白
経
済
的
力
能
士
把
握
し
上
う
と
す
る
試
み
は
、



宇
野
経
済
学
に
お
け
る
原
理
論

1
i段
階
論

l
i現
状
分
折
と
い
う
接
近
方
法
平
、
生
産
力

ω
発
展
に
対
す
る
生
産
関
係
の
「
適
応
」

と
hr
う
社
会
化
論
的
方
法
に
明
確
に
対
立
す
る
も
白
で
あ
る
が
、
こ

D
小
論
で
は
マ
ル
グ
ス
経
済
学
の
古
典
的
労
作
主
指
針
と
し
て
、

一
応
の
整
理
士
志
し
て
み
た
悼
と
思
う
ο

第
一
節

エ
ン
ゲ
ル
月
に
よ
る
矛
盾
の
総
体
の
把
握

A

・
ス
ミ
兄
は
、
彼
の
経
費
論
に
お
い
て
、
軍
事
費
、
司
法
費
、
土
木
工
事
、
公
共
施
設
費
、
な
ど

m
発
生
す
る
原
因
を
考
察
し
て

い
る
が
、
彼
が
こ
こ
で
認
識
し
て
い
る
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
と
は
、
第
一
に
、
国
家
同
の
対
立
と
、
私
有
財
産
の
保
護
、
す
な
わ
ち
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
シ
l
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
対
立
、
お
よ
び
、
資
本
の
増
殖
欲
と
発
展
水
準
と
の
聞
の
矛
盾
左
ど
で
あ
る
。
己
れ
ら
の

諸
矛
盾
は
、
い
ず
れ
も
、
資
本
主
義
社
会
の
相
反
す
る
傾
向
の
重
要
な
一
面
を
つ
い
て
は
い
る
が
、
決
し
て
、
よ
り
根
本
的
な
矛
盾
と

の
関
係
に
お
い
て
説
か
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
凶
家
の
経
済
的
機
能
研
究
の
限
界
が
あ
っ
た
乙
い
わ
}
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
こ
れ

b
の
経
済
学
者
に
と
ヮ
て
は
、
新
し
い
科
学
は
、
彼
b
の
時
代
の
諸
関
係
キ
欲
求
を
表
現
し
た
も
の
で
は
斗
な
く
て
、
永
遠
の

理
性
の
表
現
で
あ
っ
た
。
彼
b
が
発
見
し
た
生
産
と
交
換
と
の
諸
法
則
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
白
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
一
形
態
の
法
則

で
は
左
く
て
、
永
遠
の
目
然
法
則
で
あ
っ
た
。
し
の
で
あ
る
。

ス
ミ
エ
の
把
握
し
た
矛
盾
の
個
々
の
断
片
は
、
資
本
主
義
社
会
と
い
う
特
殊
社
社
会
の
も
つ
基
本
的
た
矛
盾
か
ら
派
生
す
る
特
殊
左

矛
盾
の
総
体
の
中
で
適
切
在
位
置
づ
け
を
是
非
と
も
あ
た
え

b
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ヮ
て
、
こ
れ
を
定
式
化
す
る
最
初
の
試

み
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
友
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
資
本
主
義
社
会
の
基
本
矛
盾
に
つ
い
て
明
瞭
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

国
家
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経
済
的
カ
棺
に
闘
す
る
古
典
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命
題
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国
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

「
資
本
中
義
革
命
1
l
i
主
ず
単
純
協
業
と
7

ニ
ュ
プ
ア
ク
チ
ェ
ア
と
に
よ
る
工
業
の
改
造
。
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
h
た
生
産
手

第
九
十
一
一
一
巻

四
O 

第
一
号

四
O 

段
が
大
き
な
仕
事
場
に
集
積
さ
れ
、
モ
れ

K
と
も
た
ヲ
て
、
そ
れ
は
個
々
人
の
生
屋
手
段
か

b
社
会
的
生
産
手
段
に
転
化
す
る
ー
ー
と

の
転
化
は
大
体
に
お
い
て
交
換
形
態
に
は
影
響
し
な
い
。
古
く
か

b
の
取
得
形
態
は
モ
の
ま
ま
ゐ
こ
な
わ
れ
る
。
資
本
家
が
あ
ら
わ
れ

る
。
資
本
家
は
、
生
産
手
段
目
所
有
者
と
し
て
の
資
格
で
、
生
産
物
を
も
取
得
し
、
そ
れ
を
商
品
と
す
る
。
生
産
は
社
会
的
行
為
と
な

っ
て
い
る
が
、
変
換
と
、
そ
れ
と
と
も
に
取
得
と
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
個
別
的
行
為
で
あ
り
、
個
々
人
の
行
為
で
あ
る
。
社
会
的
生
産

物
を
伺
別
的
な
資
本
家
が
取
得
す
る
。
己
れ
が
基
本
的
た
矛
盾
で
あ
ヮ

τ、
モ
こ
か
ら
し
て
、
今
日
の
社
会
が
そ
れ
を
通
じ
て
連
覇
し

て
い
る
い
っ
さ
い
の
矛
盾
が
う
ま
れ
る
。
大
工
業
が
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
あ
か
る
み
に
だ
す
。
」

エ

Y
ゲ
ル
ス
は
こ
の
指
摘
に
よ
っ

τ、
生
産
手
段
の
資
本
主
義
的
所
有
と
い
う
前
提
の
も
と
で
は
、
生
産
白
社
会
的
性
格
白
発
展
は
、

変
換
及
び
取
得
の
個
別
的
件
格
と
矛
盾
せ
ざ
る
を
得
た
い
己
と
、
主
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
基
本
的
矛
盾
が
、
大
工
業
の
発

展
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
多
様
た
矛
盾
と
し
て
あ

b
わ
れ
る
か
、
に
言
及
し
て
、
つ
ぎ
の
四
づ
の
矛
盾
を
あ
げ
て
い
る
。

A

「
生
産
者
が
牛
産
手
段
か
ら
分
離
す
る
。
労
働
者
は
終
身
賃
労
働
を
は
た
す
運
命
に
さ
だ
め
ら
れ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
対
立
。
」

B

「
商
品
牛
産
を
支
配
す
る
諸
法
則
が
ま
す
ま
寸
表
面
に
あ
ら
わ
れ
、
モ
の
作
用
が
ま
ず
ま
ず
つ
よ
ま
る
。
無
拘
束
た
競
争
戦
。

個
々
の
工
場
内
に
お
け
る
社
会
的
組
織
と
社
会
に
ゐ
け
る
全
体
と
し
て
の
生
産
の
無
政
府
状
態
と
の
矛
盾
。
」

C

競
争
に
よ
る
機
械
の
改
良
と
モ
れ
に
と
も
な
う
産
業
予
備
軍
の
増
大
、
他
面
で
の
生
産
力
の
未
曾
有
の
発
展
、
恐
慌
、
「
こ
ち

ら
に
は
生
産
手
段
と
牛
産
物
と
の
過
剰
、

1
l
l
あ
ち
ら
に
は
仕
事
も
生
活
資
料
も
も
た
た
い
労
働
者
の
過
剰
、
と
い
う
悪
循
環
。

し
か
し
、
生
産
と
村
会
的
福
祉
と
の
こ
の
こ
つ
の
て
己
は
む
す
び
っ
く
こ
と
が
で
き
た
い
。
左
ぜ
左
ら
、



資
本
主
義
的
友
生
産
形
態
は
、
生
産
方
と
生
産
物
が
ま
え
も
っ
℃
資
本
に
転
化
し
℃
い
な
い
か
ぎ
り
、
生
産
力
を
も
は
た
ら
か
せ
ず
、

生
産
物
を
も
流
通
さ
せ
な
い
か

b
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
か
た

b
ぬ
生
産
h
H
と
生
産
物
モ
白
も
白
白
過
剰
が
、
そ
れ
ら
の
資
本
へ
の

転
化
を
さ
ま
た
げ
る
の
で
あ
る
。
己
の
矛
盾
は
た
か
ま
り
て
、
生
産
様
式
が
交
換
形
態
に
反
逆
す
る
、
と
い
う
背
理
に
な
る
。
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
に
は
こ
れ
以
上
彼
b
自
身
の
社
会
的
生
産
力
を
管
理
す
る
能
刈
が
な
い
己
と
が
、
確
認
さ
れ
る
。
L

「
資
本
家
自
身
が
生
虚
力

ω
社
会
的
性
格
主
部
分
的
に
承
認
す
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
〈
さ
れ
る
。
大
規
模
な
生
産
ゐ
よ
ぴ
交
通
の

機
構
が
、
は
じ
め
は
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
白
ち
に
は
ラ
ス
T

に
よ
フ
て
、
そ
の
つ
ぎ
に
は
国
家
に
よ
っ
て
、
取
得
さ
れ
る
。
ゾ
ル

D 
ジ
ァ
ジ
ー
は
よ
け
い
な
階
級
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
払
な
る
。
彼
b
白
い
づ
吉
悼
の
社
会
的
機
能
は
、

h
ま
で
は
雇
い
人
で
あ
る
職

員
に
上
っ

τは
た
さ
れ
る
。
」

総
括
す
れ
ば
生
産
の
社
会
的
性
格
と
、
生
産
物

ω
変
換
及
び
取
得
の
個
別
的
性
絡
と
白
間
白
矛
盾
は
、

第
一
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
l

}
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
l

u
階
級
的
対
立
と
し

τ、

第
二
に
、
工
場
内
部
の
生
産
の
組
織
性
と
、
社
会
全
体
の
生
産

ω無
政
府
性
の
対
立
と
し

τ、

第
三
に
、
生
産
の
無
制
限
的
拡
大
と
、
労
働
者

ω
過
剰
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
交
換
形
態
と
の
矛
盾
と
し
℃
、

第
四
に
、
資
本
家
自
身
に
よ
る
生
産
力
の
社
会
的
性
格
の
部
分
的
承
認
と
し

τぁ
b
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
声
矛
盾
が
、
国
家
の
経
済
的
機
能
に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
、
が
つ
ぎ
に
考
察
す
べ
き
重
要
な
論
点
で
あ
っ
て
、
己
己

で
は
諸
矛
盾
の
展
開
に
お
け
る
相
勾
一
依
存
の
関
係
も
問
題
に
な

b
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

川
町
間
口
問
。
戸
同
E
S
同

E
h
h
R
s
b
E
s
s
h
h
S
E
E
N玄
之
吾
、
き
句
記
号
忌
魚
、
切

]
)
E
N
4
0
5四
国

2
r
p
邑
包
回
同
室

ル
ス
著
、
村
川
陽
一
訳
、
反
デ
ュ
!
り
ン
グ
論
」
国
民
文
庫
版
、
第
二
冊
、
一
九
六
一
年
、
三
心
三
ペ
ー
ジ
)

別
出
丘
、
印
印
日
印
N
ω

包
(
前
掲
書
、
四
九
一
ー
l
四
九
二
ペ
ー
ジ
)

(
邦
訳
、
ユ
ン
ゲ

国
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
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巻
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四



同
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
一
一
一
巻

四

第

号

四

第
二
節

国
家
の
経
済
的
力
能

資
木
主
義
的
諸
矛
盾
の
総
体
に
対
応
す
る
同
家
権
力
の
経
済
的
可
能
は
、
ヲ
ぎ
の
三
つ
の
範
時
に
わ
け
る
こ
と
が
で
せ
る
。

付

階
級
対
立
に
基
因
す
る
権
力
機
関
そ
の
も
の
の
維
持
の
た
め
の
経
済
的
干
渉

仁キ

諸
矛
盾
を
一
時
的
に
緩
和
し
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
を
改
良
す
る
た
め
白
経
済
的
干
渉

資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
発
展
に
つ
れ
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
運
命
を
持
ち
な
が
b
、
モ
白
発
展
を
補
足
す
る
本
源
的
蓄
積
的
社

¥=l 
国
家
白
経
済
的
力
能

己
の
三
つ
の
範
時
は
、
相
互
に
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
が
、
己
白
か
ら
み
合
い
は
、
反
作
用
の
矛
盾
へ
の
影
響
を
総
括
す
る
際

に
言
及
し
よ
う
。

(a) 

権
力
機
構
の
経
済
的
基
礎

資
本
主
義
的
基
本
矛
盾
か
ら
派
生
す
る
第
一
の
矛
盾
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
対
立
こ
モ
、
国
家
の
経
済
的
機

能
を
理
解
す
る
際
の
第
一
の
前
提
で
あ
る
。

「
抗
代
国
家
は
、
ど
う
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
本
質
上
、
資
本
家
の
機
関
で
あ
り
、
資
本
家
の
国
家
で
あ
り
、
観
念
上

の
総
資
本
家
で
あ
る
」

エ

γ
ゲ
ル
ス
は
、

「
反
デ
ュ
l
リ

γ
グ
論
」
で
こ
の
工
、
つ
に
述
へ
て
い
る
。
資
本
家
階
級
の
委
員
会
と
し
て
白
資
本
主
義
国
家
は
、

産
業
資
本
主
義
白
段
階
に
治
い
て
は
、
ま
た
、
昨
業
資
本
家
の
委
員
会
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
確
立
さ
れ
た
資
本
主
義
的
生
産
関
係
全

維
持
す
る
た
め
白
暴
力
装
置
は
、
不
牛
産
的
階
級
陀
上
っ

τ維
持
さ
れ
ね
ば
左
ら
な
か
っ
た
。



と
こ
ろ
が
、
こ
む
暴
力
装
置
の
一
性
格
は
、
資
本
主
義
以
前
の
社
会
に
治
け
る
そ
れ
と
は
根
本
的
左
相
違
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
故
に
こ
ユ
ー
純
粋
に
「
不
生
産
的
」
階
級
乙
し
て
の
規
定
一
性
を
う
け
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
寸
た
わ
ち
、
生
産
力
の
発
展

の
結
果
、
原
始
共
同
体
が
解
体
し
は
じ
め
、
階
級
的
分
裂
が
は
じ
ま
る
と
共
同
体
の
運
営
機
能
と
し
て
D
生
産
の
管
理
者
と
、
生
産
活

動
か
ら
疎
外
さ
れ
た
権
力
機
関
と
り
分
離
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
が
、
己
の
分
離
は
、
資
本
主
義
以
前
の
階
級
社
会
に
あ
っ
て
は
、
不

完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
生
産
力
の
相
対
的
低
位
性
と
共
同
体
的
規
制
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
b
れ
る
こ
れ
ら
の
社
会
で
は
、
権
力
支
配

が
、
共
同
体
か
ら
引
一
き
つ
い
だ
「
社
会
の
共
同
事
務
」

1
l紛
争
の
裁
決
、
個
々
人
の
踏
権
行
為
白
抑
制
、
道
路
そ
の
他
交
通
手
段
、

水
利
の
管
理
な
ど

1
lと
結
び
つ
い
亡
お
り
、
同
家
が
生
産
の
指
揮
を
と
る
大
土
木
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
公
的
機
能
」

が
、
経
済
的
に
も
、
階
級
支
配
の
基
礎
日
一
フ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
は
、
そ
の
基
本
矛
盾
の
本
性

一
切
の
共
同
体
的
規
制
の
廃
棄
に
む
か
つ
て
す
す
み
、

か
ら
奪

w
去
り
、
権
威
に
よ
る
J

仕
会
的
生
産
白
統
轄
を
根
本
的
に
く
つ
が
え
し
て
し
ま
う
。

か
あ
J

し
亡
、
最
高
度
の
土
産
刀
の
発
展
と
、

一
切
の
生
産
の
指
揮
権
を
共
同
体

権
威
が
社
会
内
分
業
主
統
轄
す
る
こ
と
が
少
け
れ
一
ば
少
な
い
ほ
ど
作
業
場
内
分
業
は
ま
す
士
す
発
展
し
、
そ
し
て
そ

れ
は
ま
す
ま
す
個
人
の
権
威
の
支
配
下
に
ゐ
か
れ
る
と
い
う
一
般
的
規
則
を
う
ち
た
て
る
と
と
が
で
き
る
。
だ
か

b
作
業
場
内
の
権
威

「
ひ
と
は

と
社
会
内
白
権
威
と
は
分
業
に
関
し
て
は
相
互
に
逆
比
例
す
る
の
で
あ
る
。
」

(
マ
ル
ク
ス
「
哲
学
の
金
悶
」
)

社
会
的
生
産
力
白
発
展
が
工
場
内
の
組
織
性
と
、
社
会
的
無
政
府
性
白
矛
盾
と
し
て
股
閲
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
国
家
権
力
は
生
産
の

管
理
か
、
り
ま
す
ま
す
疎
外
さ
れ
、

づ
い
に
は
、
恐
慌
に
ょ
っ
と
の
与
、
社
会
的
生
産
は
規
制
さ
れ
る
と
い
う
己
と
に
た
る
の
で
あ
っ
て
、

同
時
に
、
社
会
の
共
同
事
務
主
治
乙
友
う
専
門
家
臼
集
団
は
も
は
干
必
要
で
は
な
く
、
生
産
力
水
準
白
発
展
は
社
会
の
全
成
員
が
社
会

の
共
同
事
務
に
参
加
し
う
る
可
能
性
を
り
く
り
だ
す
ま
で
に
成
長
し
、
他
方
で
は
、
国
家
権
力
は
、
純
粋
の
階
級
抑
圧
機
関
と
し
亡
、

国
家
白
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
央
的
命
題

第
九
十
一
二
巻

四

第

号

四



閏
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
三
巻

四
回

第

号

四
回

「
不
生
産
的
階
級
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
と
と
た
る
。

こ
の
不
生
産
階
級
の
維
持
が
、
資
本
主
義
的
蓄
積
過
程
に
あ
た
え
る
影
響
は
、
云
う
ま
で
も
た
く

第
一
に
浪
債
で
あ

p、
資
本
蓄
積
へ
の
負
担
で
あ
り
、
第
二
に
、
課
税
、
そ
の
他
の
強
制
力
主
持
つ
「
独
占
」
力
で
あ
ヲ
て
、
自
由

な
る
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
侵
害
す
る
撹
乱
者
で
あ
る
。

古
典
派
経
済
学
が
必
要
思
と
し
て
国
家
権
力
を
擁
護
し
つ
つ
「
校
舎
的
」
在
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
で
あ
っ
て
、

経
済
運
営
の
中
心
は
「
自
由
な
」
資
本
家
に
移
り
、
地
域
に
よ
る
国
民
の
分
割
と
、
武
装
し
た
兵
士
の
集
団
を
維
持
す
る
た
め
の
「
経

済
基
礎
の
調
達
と
不
生
産
的
階
級
の
維
持
」
を
目
的
と
し
て
、
消
極
的
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
資
本
発
展
の
も
た

b
す

諸
矛
盾
は
、
更
に
「
総
資
本
家
の
委
員
会
」
で
あ
る
国
家
の
経
済
過
程
へ
の
干
渉
主
不
可
避
的
た

b
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
己
の
点
主

つ
ぎ
に
述
べ
な
け
れ
ば
な

b
左
い
G

ω
以
上
白
叙
述
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
独
占
的
支
配
と
国
家
セ
ク
タ
ー
む
噌
大
」

三
年
)
を
参
照
。

い
わ
ゆ
る
社
会
化
論
的
国
家
独
占
資
本
主
義
論
や
、
宇
野
派
経
済
学
に
お
い
て
は
、
国
家
。
経
済
的
機
能
の
根
本
に
、
国
家
機
関
維
持
の
士
め
の

経
済
酌
機
能
や
お
か
ず
に
、
信
用
制
度
や
、
労
働
力
の
円
滑
な
再
生
産
の
た
め
の
国
家
の
「
改
良
的
」
千
怯
を
も
っ
ー
に
も
本
質
的
な
も
の
k
考
え
る
、

と
い
う
特
色
が
あ
る
そ
の
理
由
は
、
資
本
主
議
社
会
の
基
本
矛
盾
町
正
ら
え
方
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ

τ、
宇
野
経
済
学
の
場
合
に
は
、
本
来
向

品
と
な
り
え
な
い
労
働
力
日
商
品
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
資
本
主
義
の
基
本
矛
盾
を
み
る
た
め
に
、
労
働
力
の
羽
生
産
を
援
助
す
る
国
家
の
改
良
的
機

能
だ
け
に
目
が
ゆ
く
と
と
に
な
る
し
、
社
会
化
論
の
場
合
に
は
、
生
産
力
の
性
格
に
照
応
し
た
生
産
関
係
が
資
本
主
義
の
枠
内
で
生
み
出
さ
れ
る
と

こ
る
に
基
本
矛
盾
を
み
る
口
け
で
あ
る
か
ら
、
ル
士
院
の
粁
会
的
性
格
の
部
分
的
武
認
、
と
い
う
側
面
に
重
点
が
ゆ
く
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
信
用
制

度
や
固
有
企
岩
下
を
出
家
の
経
済
的
機
能
の
根
本
と
み
な
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

(
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
第
三
巻

第
二
羊
、
有
斐
問
、
一
九
六



(bl 

資
本
主
義
的
改
良

一
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
q

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級
的
対
立
と
い
う
条
件
白
下
で
、
工
場
内
心
組
織
性
が
、
社
会
全
体
山
生
産
の

無
政
府
性
と
深
刻
を
矛
盾
に
陥
っ
た
と
す
れ
ば
、
モ
れ
は
と
の
よ
う
な
形
で
心
国
家
の
経
済
過
程
へ
の
干
渉
を
よ
び
わ
に
す
白
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
モ
の
経
済
的
作
用
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
資
本
主
義
経
済
を
発
展
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
白
問
題
は
、

7

L

Y

グ

λ

に

よ
っ
て
、
二
つ
む
側
聞
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
工
場
内

ω
組
織
性
と
社
会
全
体
の
生
産
む
無
政
府
性
と
白
矛
盾
が
労
働

者
自
上
に
及
ぼ
す
運
命
と
い
う
側
一
面
と
、
己
の
矛
盾
が
、
土
地
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
、
と
h
う
側
面
と
で
あ
る
。

「
資
本
制
的
生
産
は
、
同
時
に
す
べ
亡
の
富
の
源
泉
た
る
土
地
と
労
働
者
と
を
掛
り
〈
ず
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
的
生
産
過
程
の
技
術
ム
お
よ
び
結
合
を
発
展
さ
せ
る

κす
ぎ
た
い
。
」
と
。

マ
ル
ク
月
は
云
う
。

ま
ず
、
最
初
に
労
働
者
へ
白
資
本
制
生
産
株
式

ω影
響
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
家
権
力
の
一
定
白
反
作
用
臼
側
面
か

b
考
察
を
は
じ

め
よ
う
。
「
近
代
的
工
業
は
機
械
・
化
学
的
処
置
・
そ
の
他
の
点
法
に
よ
ヮ
て
生
産
目
技
術
的
基
礎
と
と
も
に
、
労
働
者
日
機
能
ゐ
よ
び
労
働

過
程
の
社
会
的
結
合
を
た
え
ず
変
革
す
る
。
か
く
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
社
会
内
分
業
主
た
え
ず
変
革
し
、
一
生
産
部
門
か
ら
他
の
生
産

部
門
へ
多
量
の
資
本
語
よ
び
労
働
者
を
間
断
な
く
移
動
さ
せ
る
。
し
た
が
ヮ
℃
大
工
業
白
本
性
は
、
労
働
の
転
変
・
機
能
の
流
動
・
労

働
者
の
全
面
的
可
能
性
を
条
件
づ
け
る
。
他
h
に
お
い
て
大
工
業
は
、
そ
の
資
本
制
的
形
態
に

b
w
て
、
旧
式
分
業
を
そ
の
骨
化
し
た

分
立
性
と
と
も
に
再
生
産
す
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
絶
対
的
な
矛
盾
は
、
労
働
者
白
生
活
状
態
の
あ

b
ゆ
る
静
止
・
固
定
・

確
実
を
止
揚
す
る
り
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
手
か

b
労
働
手
段
と
と
も
に
絶
え
ず
生
活
手
段
主
う
ら
落
し
、
彼
の
部
分
機
能
と
と
も
に

彼
自
身
主
過
剰
な

b
し
め
よ
う
と
す
る
。
ま
た
と
の
矛
盾
は
、
労
働
者
階
級
白
た
え
ま
な
い
犠
牲
祭
・
労
働
力
の
際
限
も
な
い
浪
費
・

関
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
三
一
巻

四
主

第

号

四
豆



国
家
D

経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
一
二
巻

四
プて

第
一
号

四
六

社
会
的
拡
政
府
性

ω
破
壊
作
用
に
お
い
て
荒
れ
ま
わ
る
。
こ
れ
は
消
極
的
側
面
で
あ
る
の
し
か
る
に
、
労
働
の
転
変
が
い
ま
や
圧
倒
的

自
然
法
則
と
し
て

l
l
wた
る
と
こ
ろ
で
障
碍
に
ぶ
つ
づ
か
三
自
然
法
則
の
盲
目
的
・
破
壊
的
作
用
を
も
っ
て
1
ー
の
み
行
わ
れ
る

と
す
れ
ば
、
大
工
業
は
自
己

ω破
局
モ

ωも
の
に
よ
っ
て
、
労
働
白
転
変
し
た
が
フ
て
労
働
者
の
で
き
る
か
ぎ
り
の
多
面
性
を
一
般
的

な
社
会
的
生
産
法
則
と
し
て
承
認
し
こ
の
正
常
的
実
現
に
諸
関
係
を
適
合
さ
せ
る
乙
と
士
、
死
活
問
題
た
ら
し
め
る
。
」

か
く
し
て
、
労
働
者
の
職
業
教
育
と
そ
の
人
格
的
発
展
の
基
礎
は
資
本
の
仮
借
な
き
価
値
増
殖
欲
望
と
と
も
に
あ

b
わ
れ
、
ま
た
、

司
時
に
、
工
場
立
法
は
、
家
内
労
働
の
取
り
締
り
に
沿
い
て
、
旧
米
の
家
族
関
係
主
破
壊
し
、
新
た
な
家
族
関
係
創
出
白
前
提
を
ワ
く

り
上
げ
る
。

マ
ル
グ
只
は
、
己
れ

b
一
連
の
反
作
用
主
総
指
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

E
ぅ。

「
労
働
者
階
級
の
肉
体
的
お
よ
び
精
抑
的
保
護
手
段
と
し
て
の
工
場
立
法
の
一
般
化
が
不
可
避
的
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
モ
れ
は
他

方
で
は
、
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
大
き
い
社
会
的
な
規
模
の
結
合
的
労
働
過
程
へ
の
小
規
模
な
分
散
的
労
働
過
程
白
転
形
主
、
つ

ま
り
資
本
の
集
積
沿
よ
び
工
場
体
制
白
専
制
を
一
般
化
さ
せ
‘
促
進
す
る
。

そ
れ
〔
工
場
立
法
〕
は
、
資
本
の
支
配
を
な
お
部
分
的
に
隠
幣
し
て
い
る
一
切
白
古
物
的
治
よ
ぴ
過
渡
的
形
態
を
破
壊
し
、
そ
れ

b

の
形
態
に
置
換
え
る
に
資
本
の
直
接
的
・
公
然
的
な
支
配
色
以
て
す
る
。
か
く
し
て
モ
れ
は
、
己
の
支
配
に
た
い
す
る
直
接
的
闘
争
を

も
一
般
化
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
作
業
場
で
は
斉
一
性
、
規
則
正
し
さ
・
秩
序
お
よ
び
節
約
を
強
安
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で

は
、
労
働
日
の
制
限
お
よ
び
取
締
り
が
技
術
に
押
し
づ
け
る
怠
大
友
刺
戟
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
資
木
制
的
生
産
の
無
政
府
性
お

ょ
び
破
局
、
労
働
の
強
度
、
た
ら
び
に
、
機
械
と
労
働
者
と
D
競
争
を
増
加
さ
せ
る
Q

そ
れ
は
、
小
経
営
お
よ
む
家
内
労
働
の
領
域
と
と
も
に
『
過
剰
人
口
』
の
最
後
の
逃
避
場
を
、
し
た
が
ヲ
て
ま
た
全
社
会
機
構
の
従



来
D
安
全
弁
主
、
破
壊
す
る
c

モ
れ
は
、
生
産
過
程
の
物
質
的
諸
条
件
沿
よ
び
社
会
的
結
合
と
と
も
に
、
生
産
過
程
D
資
本
制
的
形
態

の
諸
矛
屑
お
よ
び
諸
敵
対
を
成
熟
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
同
時
に
、
新
社
会
の
形
成
的
諸
要
素
と
旧
社
会
D
変
革
的
諮
契
機
と
を
成
熟
さ

せ
る
c
」

工
場
立
法
は
、
資
本
制
生
産
株
式
D
発
展
期
に
お
け
る
国
家
権
力
の
経
済
的
干
渉
の
性
格
を
も
っ
と
も
典
型
的
に
示
す
も
白
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
た
諸
命
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

第
一
氏
、
そ
れ
は
機
械
制
大
工
業
白
一
般
化
と
資
本
の
集
積
、
集
中
D
横
汗
と
な
る
。

第
二
に
、
そ
れ
は
、
前
資
本
主
義
的
要
素
を
最
終
的
に
一
掃
す
る
横
粁
と
な
る
。

第
三
に
、
そ
れ
は
、
階
級
対
立
を
激
化
古
せ
、
搾
取
度
を
一
一
向
め
、
企
業
内
に
お
け
る
生
産
の
組
織
性
と
社
会
的
生
産
無
政
府
性
と
の

矛
盾
を
激
化
さ
せ
る
。

第
四
に
、
そ
れ
は
、
労
働
者
の
全
人
格
的
発
展
、
新
し
い
家
族
的
結
合
の
前
提
を
つ
く
り
だ
し
、
社
会
主
義
社
会
建
設
の
前
提
条
件

を
整
備
す
る
。

こ
れ
ら
の
諸
特
徴
は
、
あ
ら
ゆ
る
改
良
的
な
国
家
の
経
済
的
能
力
に
は
い
す
れ
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
富
の
も
う
一
つ
の
源
泉
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
、
マ
ル
グ
ス
は
い
う
。
資
本
は
「
人
間
と
土
地
と
の
問
心
質
料
変
換
を
、
す

な
わ
ち
、
人
間
に
よ
り
食
料
治
よ
び
衣
料
の
形
態
で
消
費
さ
れ
た
土
地
諸
成
分
の
土
地
へ
の
復
帰
を
、
つ
ま

p
、
持
続
的
な
土
地
豊
鏡

度
の
永
久
的
自
然
条
件
主
、
撹
乱
す
る
。

-
ヨ
だ
が
そ
れ
は
、
同
時
に
、
か
の
質
料
変
換
の
単
に
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
状
態
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
質
料
変
換

を
社
会
的
生
産
の
規
律
的
法
則
と
し
て
・
ま
た
人
聞
の
充
分
な
発
展
に
適
当
な
形
態
に
沿
い
て
・
体
系
的
に
再
建
す
る
こ
と
を
、
強
制

国
家
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
三
巻

四
七

第

キテ

四
4七



閏
京
の
経
済
的
力
能
に
関
す
る
古
典
的
命
題

第
九
十
三
巻

囚

ノ¥

第
一
号

四
ノ又

す
る
。
」
従
っ
て
、
資
本
は
一
方
に
お
い
て
労
働
力
と
土
地
の
収
奪
に
よ
っ
て
生
産
過
程
の
技
術
と
結
合
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で

は
労
働
者
の
全
人
格
的
発
展
と
、
農
業
と
工
業
の
よ
り
新
し
い
結
合
の
基
礎
を
準
備
せ
ざ
る
を
得
な
W
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資

本
主
義
の
枠
内
で
は
労
動
力
の
た
え
ざ
る
搾
取
が
不
可
避
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
土
地
そ
の
他
の
自
然
資
源
に
対
す
る
収
奪
の
強
化
も

不
可
避
で
あ
る
。

都
市
と
農
村
と
の
対
立
、
農
業
と
工
業
の
不
均
等
発
展
乙
モ
は
こ
の
生
産
様
式
を
特
徴
づ
け
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
W
う。

「
大
工
業
は
、
あ
る
程
度
ま
で
ど
こ
で
も
つ
く
り
だ
せ
る
分
子
運
動
を
技
術
上
の
目
的
で
塊
り
の
運
動
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
を
、
わ

れ
わ
れ
に
治
し
え
て
、
工
業
生
産
を
場
所
的
制
限
か
ら
大
き
く
解
放
し
た
。

水
力
は
局
地
的
で
あ
ヲ
た
が
、
蒸
気
力
は
自
由
で
あ
る
。
水
力
は
か
た
ら
ず
農
村
的
で
あ
る
が
、
蒸
気
力
は
け
っ
し
て
か
な
ら
ず
し

も
都
市
的
で
は
な
加
。
蒸
気
力
を
主
と
し

τ都
市
に
集
積
し
、
て
場
村
主
工
場
都
市
に
っ
く
り
か
え
る
の
は
、
蒸
気
力
の
資
本
主
義
的

た
利
用
の
仕
方
で
あ
る
。

だ
が
、
モ
う
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
同
時
に
そ
れ
自
身
の
経
営
の
諸
条
件
を
ほ
り
く
ず
す
。
蒸
気
機
関
に
と
っ
て
第
一
の
必

要
物
で
あ
り
、
大
工
業
の
ほ
と
ん
ど
ナ
ベ
て
の
事
業
部
門
に
と
っ
て
主
要
在
必
要
物
で
あ
る
も
の
は
、
比
較
的
空
れ
い
た
水
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
工
場
都
市
は
水
と
い
う
水
を
悪
臭
を
は
左
つ
汚
水
に
か
え
℃

L
ま
う
。
だ
か

b
、
都
市
へ
の
集
積
と
い
う
こ
よ
は
、
資
本

主
義
的
生
産
の
根
本
条
件
で
あ
り
友
が
ら
、
モ
れ
と
同
じ
程
度
比
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
資
本
家
は
、
資
本
主
義
的
生
産
に
よ
っ
て
必
然

的
に
つ
く
り
だ
吉
れ
た
大
都
市
を
去
っ
て
農
村
で
の
経
営
に
う
つ
ろ
う
と
、
た
え
ず
っ
と
め
る
。
」



か
く
し
て
資
本
王
義
臼
枠
内
に
お
け
る
「
都
市
計
四
」
や
「
地
域
川
開
発
政
策
」
な
ど
が
、
資
本
心
要
求
と
し
亡
目
必
然
的
に
生
み
出

さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
は
、
工
業
地
時
と
段
莱
地
帯
心
地
域
的
較
差
主
、
ま
す
ま
す
大
規
棋
に
再
生
崖
し
な
が

b
、
部

市
へ
の
工
業
的
集
績
を
ま
す
ま
す
大
規
模
に
推
進
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
運
輸
交
通
子
段
の
発
展
は
、
こ
の
過
程
を
国
際
的
規
模
で
達
成

さ
せ
る
。

標
準
労
働
日
の
設
定
が
、
究
撤
的
に
は
資
本
の
利
益
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
な
が

b
、
激
烈
左
階
級
闘
争
を
媒
介
し
た
の
と
同
じ

く
、
都
市
計
画
中
地
域
同
組
も
、
都
市
住
民
平
地
域
住
民
の
要
求
、
環
境
整
備
ム
山
¥
公
衆
衛
生
的
見
地
か

b
す
る
運
動
を
媒
介
と
し
て

「
改
良
L

さ
れ
た
。
か
か
る
「
改
良
L

は
、
労
働
者
平
市
民
の
生
活
水
準
を
一
時
的
に
は
上
昇
さ
せ
る
が
、
よ
り
大
規
棋
な
資
本
の
集

積
、
集
中
の
条
件
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

τ、
よ
り
一
層
大
き
な
資
本
の
支
配
刀
を
達
成
さ
せ
る
。

「注い

資
本
に
よ
る
労
働
力
と
土
地
と
の
収
辛
の
反
田
は
、
社
会
的
生
産
過
程
で
の
技
術
お
よ
び
結
合
の
発
展
で
あ
る
。
製
品
、
原
料
、
工
程
の
多

様
化
は
社
会
的
介
業
を
品
川
躍
的
に
発
展
さ
せ
、
地
域
闘
の
分
業
の
範
凶
を
肱
大
さ
せ
、
第
一
に
鉄
道
が
中
心
と
す
る
運
輸
業
を
、
第
二
に
、
「
明
倒
者

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、

数
の
相
対
的
減
少
の
も
と
で
の
生
産
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
の
柄
引
加
は
、
運
河
・
ド
ヴ
グ
・
}
ン
ネ
ル
・
橋
梁
な
ど
の
ご
と
く
、
そ
の
生
産
物
が
速
い

、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

将
来
じ
し
か
実
を
結
ば
な
い
よ
う
な
産
業
部
円

ιお
け
る
労
働
の
拡
張
を
生
ぜ
し
め
る
。
』
(
マ
ル
ク
ス
寸
資
本
論
」
青
木
文
時
版
③
七
一
七
ペ
ー
ジ
〉

こ
れ
ら
り
大
此
の
凶
定
資
本
を
夏
し
、
利
潤
半
が
低
く
、
個
別
資
本
の
手
に
は
負
え
な
い
部
分
は
、
国
家
が
そ
の
運
営
を
引
き
う
け
さ
る
を
得
な
い
。

(
労
働
手
段
で
な
い
個
人
用
住
宅
も
、
昨
日
本
工
エ
誌
の
初
期
に
は
そ
の
長
い
労
働
期
聞
の
た
め
注
文
生
産
で
あ
っ
た
n

)

マ
ル
ク
九
は
一
古
う
。
「
資
本
制
的
生
産
か
未
発
展
な
段
階
で
は
、
長
レ
労
働
期
間
白
し
た
が
っ
て
長
時
間
に
わ
た
る
犬
き
な
資
本
役
下
を
心
惑
と
す

る
企
業
は
、
殊
に
そ
れ
が
大
見
棋
で
の
み
進
行
さ
れ
う
る
喝
合
に
は
、
資
本
制
的
に
は
ま
っ
た
く
ω
粧
品
目
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ー
ー
た
と
え
ば
、
共
同

(
マ
ル
ク
ス
、
前
川
河
害
、
⑤
三

0
0ベ
ジ
)
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
同
家
の
干
渉
は
、
信
用

体
ま
た
は
国
家
の
費
用
で
営
ま
れ
る
道
路
や
運
河
な
ど
」

制
度
と
株
式
会
社
が
発
展
す
る
ま
で
の
過
渡
的
な
事
態
に
す
ぎ
な
い
。
資
本
の
焦
棋
が
顕
著
に
な
り
、
信
用
制
度
に
よ
っ
て
、
他
人
目
資
本
が
結
合
さ

国
家
の
経
済
的
力
棺
に
関
す
る
十
円
典
的
命
題

第
九
十
三
巻
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一
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国
家
心
経
済
的
力
能
に
関
ず
b
古
典
的
命
題

第
九
寸
一
巻

五
(コ

持;

豆王。

れ
、
巨
文
化
す
れ
ば
、
国
家
の
こ
の
国
で
の
干
渉
は
後
景
に
浪
く
。

ミ
ル
ク
ス
、
前
掲
書
、
⑥
一
二

O
一
ペ
ー
ジ
参
照
)

二
、
経
済
恐
慌
に
対
す
る
資
木
主
義
国
家
の
組
織
的
干
渉
が
休
系
化
さ
h
る
の
は
独
占
段
階
を
待
た
た
け
れ
ば
な
戸
り
た
い
。
と
く
に
、

恐
慌
の
克
服
が
、
杭
民
地
市
場
へ
の
進
出
に
工
る
外
延
的
発
展
に
上
っ
て
あ
る
科
度
保
障
さ
れ
て
い
た
民
業
資
木
主
義
の
段
階

r沿
い

て
は
、
レ
ヅ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
己
毛
が
最
上
の
恐
慌
克
服
策
と
み
な
さ
れ
、
恐
慌
に
よ
る
階
級
問
予
府
の
散
化
は
資
木
主
義
体
制
を
治
び

h
T

か
す
ほ
ど
に
は
成
長
し
て
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
資
本
家
自
身
に
よ
る
生
産
力
の
社
会
的
性
格
の
部
分
的
意
認
と
同
家
の
経
済
過
程
へ
の
干
渉
の
性
格
は
、
銀
行
制
度
加
工
び
信

用
制
度
の
確
立
の
中
に
最
も
典
型
的
在
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
銀
行
l
信
用
制
度
と
社
会
的
簿
記
の
形
成
k
t
m
出
'
を
あ
わ
せ
な
が
ら
考
祭
を
寸
す
め
土
う
。

近
代
的
た
銀
行
と
信
用
制
度
の
確
立
D
意
義
は
主
と
し
て
う
ぎ
の
点
に
あ
る
。

第
一
。
高
利
の
排
撃
と
伝
用
貨
幣
の
一
創
造
に
よ
っ
て
、
前
期
的
諸
資
木
(
商
業
資
本
や
一
両
利
品
川
資
本
〉
の
貴
金
属
独
市
を
打
破
す
る

と
ル
」
、第

一
一
。
株
式
会
社
の
形
成
に
よ
る
結
令
資
本
家
の
創
出
に
上
り
、
資
本
の
集
積
と
集
中
の
促
進
、
寸
た
わ
ち
マ
ル
グ
ヌ
陀
上
れ
ば
、

(1) 

株
式
会
社
は
個
別
的
な
品
川
資
本
に
と
っ
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
上
う
在
生
産
業
種
平
、
企
業
を
発
展
さ
せ
(
例
え
ば
鉄
道
)
、
従

来
は
政
府
企
業
で
あ
っ
た
も
の
を
会
社
企
業
に
転
化
古
せ
る
。

(2) 

株
式
会
社
は
、
私
的
企
業
に
対
立
寸
る
形
態
を
備
え
た
社
会

1
会
社
企
業
と
し
て
賢
明
場
L
、

と
れ
は
資
本
制
的
生
産
様
式
そ

り
も
む
の
限
界
内
で
の
私
的
所
有
と
し
て
の
資
木
の
止
拐
で
あ
る
。
」

(3) 

株
式
会
社
は
資
木
の
所
有
と
終
ザ
刊
の
分
離
を
む
し
ず
す
め
る
が
、
と
の
一
事
態
は
、
資
本
が
個
々
の
生
産
者
た
ち
の
私
附
所
有
と



し
て
で
は
た
く
h

直
接
的
に
社
会
的
た
所
有
に
再
転
化
す
る
た
め
の
「
必
然
的
た
通
過
占
じ
で
あ

h
o

か
く
し
て
株
式
会
栓
制
度
は
、

「
資
本
の
貸
手
も
充
用
者
も
、
そ
の
一
所
有
者
ま
た
は
生
産
者
で
は
た
い
」
と
い
う
状
態
を
全
く
形
式

的
に
で
は
あ
る
が
っ
く
り
だ
す
。

な
ぜ
形
式
的
か
、
と
い
え
ば
、
資
木
+
士
一
義
相
会
に
あ
っ
で
は
、
と
の
状
態
を
内
容
か
ら
み
る
去
ら
ば
、

実
は
小
資
本
の
処
分
権
が
大
資
木
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
と
と
を
ヘ
且
味
す
る
に
す
ぎ
た
い
か
ら
一
で
あ
る
。

月
様
D
事
情
は
、
銀
行
制
度
に
つ
い
て
も
一
五
い
う
る
。

マ
ル
グ
ス
は
い
、
っ
。

「
銀
行
制
度
は
、
形
式
的
友
構
造
治
上
び
集
中
心
点
か
ら
み
れ
ば

資
本
制
的
生
産
税
式
一
般
に
上
ヲ
て
も
た
ら
さ
れ
る
最
も
人

為
的
で
最
も
発
達
し
た
陀
物
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ

γ
グ
ヲ
Y

ド
銀
行
の

E
う
た
施
設
が
、
商
業
お
上
び
産
業
白
上
に
1

|
後
者

の
一
現
実
的
遮
動
は
ま
っ
た
く
前
者
の
支
配
外
に
あ
り
、
ま
た
前
者
の
後
者
に
た
い
す
る
関
係
は
受
動
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
|
|

戸
大
た
権
刀
を
娠
う
の
で
あ
る
。
た
る
ほ
ど
銀
行
制
度
に
よ
り
、
札
会
的
な
規
模
で
の
一
生
産
手
段
の
一
般
的
な
簿
記
必
上
び
肥
分
。
形

態
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
形
態
だ
け
で
あ
る
コ
」
「
銀
行
業
に
よ
仁
、
資
本
市
一
配
分
は
、
私
的
資
木
家
長
上
び
高
利
貸
D
J
す
か

ら
、
一
づ
の
特
殊
的
業
務
と
し
て
、
社
会
的
機
能
と
し
て
、
引
上
げ
ら
れ
て
い
る
」

銀
布
H

信
用
制
度
の
発
達
は
、
私
的
指
簿
記
で
は
た
く
、
社
会
の
簿
記
世
、
す
な
わ
ち
仰
々
の
資
木
家
か
ら
銀
行
中
株
式
会
社
に
ゆ

だ
ね
b
れ
た
資
本
運
動
の
簿
記
を
提
供
す
る
。
乙
の
簿
記
は
内
容
か
ら
み
れ
ば
私
的
資
本
の
利
潤
追
及
活
動
の
記
帳
H

以
外
の
一
何
、
も
の
で

も
な
い
が
、
形
式
だ
け
か
ら
み
れ
ば
、
私
的
所
有
に
は
属
し
た
い
社
会
的
友
生
芹
手
段
目
分
配
と
い
ろ
形
を
と
ヮ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

L

か
も
、
中
央
銀
行
制
度
は
、
こ
白
簿
記
の
総
括
者
と
し
て
、
純
粋
に
形
式
酌
で
抽
象
的
な
可
能
性
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
経
済
白
社
会

的
管
理
の
機
能
が
国
家
の
手
に
集
中
さ
れ
る
と
と
を
意
味
寸
る
。
例
え
ば
中
央
銀
行
の
利
子
中
部
操
作
は
、
内
容
か
ら
み
れ
ば
、

「
自
由

た
私
的
資
本
の
利
潤
迫
求
」
を
援
助
ず
る
以
外
出
制
も
の
で
も
も
引
く
、

「
商
業
の
秘
府
」
を
前
提
と
し
た
営
利
活
動
で
あ
る
が
、
形
態

判
中
次
的
粁
計
的
力
能
に
闘
す
る
古
典
的
命
抱

第
九
十
三
巻
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第
↑
ロ
勺

五



同
一
ふ
り
経
説
的
力
能
に
山
間
す
る
古
典
的
命
町

第
九

l
一一挙

冗

相
川
一
円
勺

五:

だ
け
は
、
高
度
に
集
中
さ
れ
た
経
済
管
理
機
能
と
し
て
現
わ
れ
る
。
簿
記
は
本
来
、
資
本
的
運
動
を
貨
幣
形
態
で
「
確
定
し
」
、
「
統
制

す
る
」
も
の
で
あ
り
、
社
会
心
簿
記
が
一
点
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
は
、
全
社
会

ω
生
産
を
統
制
す
る
前
提
で
あ
る
。
だ
が
、
資
本
主
義

の
枠
内
で
は
、
結
合
資
本
家
の
発
展
は
、
大
規
模
事
業
を
国
家
の
手
か
ら
最
終
的
に
奪
い
取
り
、
ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ

τ全
信
用
機
構

の
生
産
過
程
か
ら
の
相
対
的
自
立
性
を
完
成
さ
壮
、
管
理
的
運
営
の
反
対
物
で
あ
る
投
機
を
前
進
さ
せ
る
。

最
後
に
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
枠
内
で
の
生
産
の
社
会
的
性
格
心
部
分
的
承
認
の
一
形
態
と
し
て
私
的
企
業
忙
対
立
す
る
形
で
一
、

同
有
企
業
が
あ
ら
わ
れ
る
。
ー
一

γ
ゲ
ル
ス
は
い
う
。

「
生
産
手
段
あ
る
い
は
一
父
易
手
段
が
現
実
に
株
式
会
社
の
桝
u
m
D
手
に
お
え
な
い
ほ
と
に
成
長
し
、
し
た
が
っ
て
固
有
化
が
経
済
的

に
避
け
ら
れ
な
い
も
む
と
な
っ
た
ば
あ
い
に
だ
け
、
固
有
化
は
、
た
と
え
今
日
の
同
家
が
そ
れ
を
拾
こ
な
っ

τも、

ゾコ
σ〉
経
済

則的
」神

市
J

を
意
味
し
、
社
会
そ
心
も
の
に
よ
る
い
っ
さ
い
の
生
産
力
の
掌
握
へ
り
一
つ
の
新
し
い
前
段
階
に
達
し
た
こ
と
を
f

且
味
す
る

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
40
国
有
企
業
心
志
義
は
、
基
本
的
に
は
株
式
会
社
と
同
一
で
あ
っ
て
、
資
本
臼
集
積
・
集
中
白
形
態
の
一
つ

で
あ
り
、
資
本
主
義
の
枠
内
で
の
私
的
所
有
と
し
亡
心
資
本
の
止
揚
で
あ
り
、
き
た
る
べ
さ
祉
会
心
物
質
的
前
提

ω
形
成
で
あ
り
、
所

有
と
経
営
の
分
離
の
一
形
態
で
あ
る
。

固
有
企
業
の
特
殊
性
は
、
同
家
り
て
の
も
む
が
、
搾
取
者
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
近
代
国
家
が
ま
す
ま
す
多
く
の
生
産
力
主
ひ
き
つ
い
で
F

日
分
の
所
有
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
主
す
ま
す
現
実
の
総
資
本
家

と
な
り
、
ま
す
ま
す
多
く
の
開
民
主
搾
取
す
る
よ
う
に
な
る
。
労
働
者
は
あ
い
か
わ
ら
ず
賃
金
労
働
者
の
主
ま
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
の
士
主
で
あ
る
。
資
本
関
係
は
廃
止
さ
れ
な
い
で
、
む
し
ろ
極
端
に
ま
で
治
し
す
す
め

b
れ
る
。
」

資
本
主
義
的
問
家
権
力
昔
前
提
と
十
る
限
り
、
改
良
白
一
形
態
で
あ
り
、
生
産
の
社
会
的
性
格
の
部
分
的
成
認
の
最
高
形
態
で
あ
る



固
有
化
す

b
、
資
本
関
係
を
極
端

K
ま
で
沿
し
す
す
め
る
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
亡
、
こ
り
性
質
は
、
労
働
日
の
短
縮
川
一
た
め
の

立
法
干
、
都
市
計
画
守
、
信
用
制
度
一
般
に
づ
い
て
も
あ
る
程
度
は
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

四
、
以
上
の
考
w
訟
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
的
改
良
の
性
格
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

(寸

機
械
制
大
工
業
の
一
般
化
、
資
本
の
集
積
、
集
中
の
棋
粁
と
た
る
。

(=) 

前
資
本
主
義
的
要
素
の
一
掃
。

国

改
良
円
身
が
階
級
闘
争
の
反
映
で
あ
り
な
が
ら
持
取
度
が
高
ま
り
、
企
業
内
の
組
織
性
と
社
会
的
生
産
の
無
政
府
性
の
一
同
の
矛

盾
を
激
化
さ
せ
る
。

4同

労
働
者
の
全
人
格
的
発
展
、
土
地
の
計
両
的
利
用
、
資
本
の
私
的
所
有
と
し
て
白
性
格
の
止
揚
、
な
ど
白
工
う
た
、
社
会
主
義

社
会
建
設
の
物
質
的
基
礎
を
つ
く
り
だ
す
。

〔
注
〕
軍
隊
、
警
察
、
不
生
産
的
附
級
の
維
持
を
基
本
的
内
容
と
す
る
も
乙
は
い
え
、
産
業
資
本
主
詣
時
代
の
予
算
川
度
は
徴
税
機
構
と
物
件
費
や
人

件
曲
目
の
支
出
に
よ
っ
て
弘
佃
人
の
手
か
ら
は
な
れ
た
貨
幣
の
流
れ
を
つ
く
り
出
し
、
同
家
収
支
の
パ
一
プ
ソ
ス
、
シ
ー
ト
を
つ
く
り
だ
す
。
下
算
が
同
民

経
済
の
一
部
分
を
つ
か
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
社
会
的
簿
記
は
極
め
て
不
完
全
な
も
の
に
止
ま
る
の
で
あ
る
が
、
財
務
行
政
O
集

中
と
、
社
会
的
伸
一
刊
の
政
府
へ
の
集
中
は
管
閣
内
経
済
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
笠
場
す
る
際
円
一
、
一
つ
の
技
術
的
前
提
で
あ
る
。
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わ
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現
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